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広域河川改修事業広域河川改修事業

（二）矢那川（二）矢那川

対象箇所

改良区間980ｍ（矢那川橋から大正橋）

計画規模確率1/10規模

流域図流域図

縮尺S:1/50,000

事業区間
L:980m

流路延長：流路延長：13.613.6kmkm
流域面積：流域面積：34.3834.38kmkm22
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矢那川流域の状況矢那川流域の状況

縮尺S:1/50,000

上総新研究開発都市／面積：
655ha

土地区画整備事業

（請西Ⅱ･Ⅲ地区）／面積：
163ha

中尾・伊豆島土地開発／面積：
60.7ha

事業事業
区間区間

L:980mL:980m

土地区画整理事業

（請西千束台地区）／面
積：23ha

都市計画市街化区域

矢那川の浸水現象矢那川の浸水現象矢那川の浸水現象

矢那川矢那川

▼

氾濫による浸水

降降 雨雨

晴天時 H8 台風17号
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事業区間：矢那川橋～大正橋 L：980m

事業の進捗状況事業の進捗状況
縮尺S:1/5,000

護岸工(左岸) L＝約310m

(工事完了)

事業費ベース

進捗率１９％

護岸工(右岸)

Ｌ=117m（工事完了）

護岸工(右岸)
Ｌ=152m（工事完了）

矢那川橋：未施工

富士見橋：未施工

ＪＲ橋梁：補 強

證誠寺橋：施工済

翠 橋 ：施工済

栄 橋 ：施工済

大正橋 ：施工済

翠

橋

護岸工(右岸) 

Ｌ=41m（未施工）

L=310mの内護岸工(左岸) 

Ｌ=46m（未施工）

改修改修横断図横断図

現況断面

１０年に１度、４４ｍｍ／ｈの雨に対応

計画断面 １４０ ｍ3／ｓ

▽-2.134ｍ

鋼管矢板
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事業の投資効果事業の投資効果

想定氾濫区域

縮尺S:1/10,000

浸水面積：約69ha

浸水区域内人口約2200人

浸水区域内世帯約910世帯

想定氾濫区域想定氾濫区域
（（1010年に一度発生する降雨）年に一度発生する降雨）

事業区間：矢那川橋～大正橋 L：980m

浸水被害の解消浸水被害の解消 （（確率確率1/101/10規模規模（時間雨量（時間雨量4444mmmm）を含むこれ以）を含むこれ以
下の洪水に対する浸水被害の解消。下の洪水に対する浸水被害の解消。））

◆◆ 浸水面積浸水面積 約約6969haha

◆◆ 浸水内人口浸水内人口 約約２２００２２００人人

◆◆ 浸水内浸水内世帯数世帯数 約約９１９１００世帯世帯

総便益総便益（（BB））の算定の算定

総便益（総便益（BB））200200億円億円

事業完了後、事業完了後、5050年間にわたって年間にわたって治水治水効果を発揮するものと効果を発揮するものとして、して、

その期間のその期間の被害軽減額を被害軽減額を算出。算出。

⇒⇒ 総便益は将来の経済効果を含めると、総便益は将来の経済効果を含めると、 666363億円となる。億円となる。
これをこれを※※現在の価値に換算すると、現在の価値に換算すると、220000億円億円と算出される。と算出される。

総便益の算定総便益の算定

浸水被害が解消する。浸水被害が解消する。
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今後の建設費今後の建設費665.95.9億円億円

（現在の価値（現在の価値 550.80.8億円億円））

総費用総費用（（CC））の算定の算定

総費用（総費用（CC））56.556.5億円億円

事業実施中及び事業完了後事業実施中及び事業完了後5050年間にわたる年間にわたる

維持管理費維持管理費 118.88.8億円億円

（現在の価値（現在の価値 5.5.77億円億円））

事業に要する総費用は事業に要する総費用は現在の価値で現在の価値で 556.56.5億円億円

＋

（＝50.8億円＋5.7億円）

事業の総便益事業の総便益（効果）（効果） Ｂ＝Ｂ＝202000億円億円

事業事業に要する総費用に要する総費用 Ｃ＝Ｃ＝556.56.5億円億円

B/C = 3.5 > 1.0

総費用Ｃ

（Cost）
56.5億円総便益Ｂ

（Benefit）
200億円

Ｂ／ＣＢ／Ｃ ＝＝ 3.3.55

効果あり

事業を実施する事により投資費用の概ね事業を実施する事により投資費用の概ね３３倍の利益が見込める。倍の利益が見込める。

事業事業の投資効果の投資効果（Ｂ／Ｃ）（Ｂ／Ｃ）
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対応方針（案）対応方針（案）

【理由】

・矢那川は、木更津市の中心街を流れているため、
洪水が発生した場合には、甚大な被害が予想され
ることから、今後も未改修区間の早期完成を目指
し、地域住民が安心して暮らせるようにする必要
がある。

「継続」「継続」


